
製品分野
一般製品
名

企業名
該当製品
の型番

製造・輸入
開始年

製造・輸入
終了年

製造・輸入
の別

製造・輸
入　数量
（累計）

（輸入の
場合）
輸入相手
国

製造・輸入
事業者に
よる販売
開始年

製造・輸入
事業者に
よる販売
終了年

現在の販売状況
（8/31時点で販売
を終了していない
場合のみ）

販売台数
（累計）

通常の使
用状態に
おいて外
気に触れ
る部分

通常の使
用状態に
おいて外
気に触れ
ない部分

不明
他の素材
と混ぜて固
めた状態

他の素材
と混合した
だけの状
態

その他

「その他」
の場合具
体的な内
容

通常使用時
における環境
への放出の
可能性

「有」の場
合、詳細
内容

通常使用時
以外における
環境への放
出の可能性

「有」の場
合、詳細
内容

廃棄時におけ
る環境への放
出の可能性

「有」の場合、
詳細内容

当該含有石綿
に起因した人体
被害があったと
するクレームの
有無

「有」の場
合、詳細
内容

経済産業省
の
担当課

1 その他

オーバ
ヘッド映
写機
CABIN IP
WIDE-
280

キャビン
工業㈱

008F
（光源部
周辺）

白石綿 1973 1974 製造 2,200 1973 1974 2,200 10
○
(光源部
周辺)

○ 無 95% 無 無 無
一般産業廃棄物
のガラスくず・陶
磁器くずに該当

無
製造産業局
産業機械課

2 その他

オーバ
ヘッド映
写機
CABIN
IP-2

キャビン
工業㈱

003F
（光源部
周辺）

白石綿 1968 1974 製造 20,595 1968 1974 20,595 10
○
(光源部
周辺)

○ 無 95% 無 無 無
一般産業廃棄物
のガラスくず・陶
磁器くずに該当

無
製造産業局
産業機械課

3 その他

オーバ
ヘッド映
写機
CABIN
IP-21

キャビン
工業㈱

007F
（光源部
周辺）

白石綿 1972 1974 製造 17,896 1972 1974 17,896 10
○
(光源部
周辺)

○ 無 95% 無 無 無
一般産業廃棄物
のガラスくず・陶
磁器くずに該当

無
製造産業局
産業機械課

4 その他

オーバ
ヘッド映
写機
CABIN
IP-81

キャビン
工業㈱

009F
（光源部
周辺）

白石綿 1972 1974 製造 6,100 1972 1974 6,100 10
○
(光源部
周辺)

○ 無 95% 無 無 無
一般産業廃棄物
のガラスくず・陶
磁器くずに該当

無
製造産業局
産業機械課

5 その他

スライド
映写機
ACE
CABIN Ⅱ

キャビン
工業㈱

022D
（光源部
周辺）

白石綿 1971 1974 製造 25,985 1971 1974 25,985 10
○
(光源部
周辺)

○ 無 95% 無 無 無
一般産業廃棄物
のガラスくず・陶
磁器くずに該当

無
製造産業局
産業機械課

6 その他

スライド
映写機
CABIN
AV-30R

キャビン
工業㈱

013D
（光源部
周辺）

白石綿 1969 1974 製造 6,126 1969 1974 6,126 10
○
(光源部
周辺)

○ 無 95% 無 無 無
一般産業廃棄物
のガラスくず・陶
磁器くずに該当

無
製造産業局
産業機械課

7 その他

スライド
映写機
CABIN-
30B

キャビン
工業㈱

012D
（光源部
周辺）

白石綿 1968 1974 製造 10,950 1968 1974 10,950 10
○
(光源部
周辺)

○ 無 95% 無 無 無
一般産業廃棄物
のガラスくず・陶
磁器くずに該当

無
製造産業局
産業機械課

8 その他

スライド
映写機
FAMIRY
CABIN

キャビン
工業㈱

026D
（光源部
周辺）

白石綿 1972 1974 製造 11,850 1972 1974 11,850 10
○
(光源部
周辺)

○ 無 95% 無 無 無
一般産業廃棄物
のガラスくず・陶
磁器くずに該当

無
製造産業局
産業機械課

石綿含有
質量（％）

業界団体又は企業のお問い合わせ窓
口

キャビン工業㈱　開発部　開発企画課
03-5653-5016

キャビン工業㈱　開発部　開発企画課
03-5653-5016

キャビン工業㈱　開発部　開発企画課
03-5653-5016

キャビン工業㈱　開発部　開発企画課
03-5653-5016

キャビン工業㈱　開発部　開発企画課
03-5653-5016

キャビン工業㈱　開発部　開発企画課
03-5653-5016

キャビン工業㈱　開発部　開発企画課
03-5653-5016

キャビン工業㈱　開発部　開発企画課
03-5653-5016

石綿の使用形態

通し番号

製品・企業名
石綿
の
種類

製造・輸入 石綿の環境への放出可能性 クレーム お問い合せ先

・新たに追加されたものについては、通し番号を青色に着色しています。
・変更部分は黄色に着色しています。

販売
当該家庭
用品の想
定使用年
数

当該製品
における
代替可能
性
（現在も製
造・輸入を
行っている
場合のみ）

石綿を含
有してい
る旨の表
示の有無

家庭用品中の使用箇所
（部位）



製品分野
一般製品
名

企業名
該当製品
の型番

製造・輸入
開始年

製造・輸入
終了年

製造・輸入
の別

製造・輸
入　数量
（累計）

（輸入の
場合）
輸入相手
国

製造・輸入
事業者に
よる販売
開始年

製造・輸入
事業者に
よる販売
終了年

現在の販売状況
（8/31時点で販売
を終了していない
場合のみ）

販売台数
（累計）

通常の使
用状態に
おいて外
気に触れ
る部分

通常の使
用状態に
おいて外
気に触れ
ない部分

不明
他の素材
と混ぜて固
めた状態

他の素材
と混合した
だけの状
態

その他

「その他」
の場合具
体的な内
容

通常使用時
における環境
への放出の
可能性

「有」の場
合、詳細
内容

通常使用時
以外における
環境への放
出の可能性

「有」の場
合、詳細
内容

廃棄時におけ
る環境への放
出の可能性

「有」の場合、
詳細内容

当該含有石綿
に起因した人体
被害があったと
するクレームの
有無

「有」の場
合、詳細
内容

経済産業省
の
担当課

石綿含有
質量（％）

業界団体又は企業のお問い合わせ窓
口

石綿の使用形態

通し番号

製品・企業名
石綿
の
種類

製造・輸入 石綿の環境への放出可能性 クレーム お問い合せ先販売
当該家庭
用品の想
定使用年
数

当該製品
における
代替可能
性
（現在も製
造・輸入を
行っている
場合のみ）

石綿を含
有してい
る旨の表
示の有無

家庭用品中の使用箇所
（部位）

9 その他

スライド
映写機
HOME
CABIN

キャビン
工業㈱

021D
（光源部
周辺）

白石綿 1971 1974 製造 74,809 1971 1974 74,809 10
○
(光源部
周辺)

○ 無 95% 無 無 無
一般産業廃棄物
のガラスくず・陶
磁器くずに該当

無
製造産業局
産業機械課

10 その他

スライド
映写機
KING
CABIN
AUTO

キャビン
工業㈱

028D
（光源部
周辺）

白石綿 1974 1974 製造 644 1974 1974 644 10
○
(光源部
周辺)

○ 無 95% 無 無 無
一般産業廃棄物
のガラスくず・陶
磁器くずに該当

無
製造産業局
産業機械課

11 その他

スライド
映写機
PERFECT
CABINⅡ

キャビン
工業㈱

025D
（光源部
周辺）

白石綿 1972 1974 製造 8,950 1972 1974 8,950 10
○
(光源部
周辺)

○ 無 95% 無 無 無
一般産業廃棄物
のガラスくず・陶
磁器くずに該当

無
製造産業局
産業機械課

12 その他

スライド
映写機
PRO-
CABIN
667

キャビン
工業㈱

008A
（光源部
周辺）

白石綿 1971 1974 製造 3,097 1971 1974 3,097 10
○
(光源部
周辺)

○ 無 95% 無 無 無
一般産業廃棄物
のガラスくず・陶
磁器くずに該当

無
製造産業局
産業機械課

13 その他

スライド
映写機
SURPER
CABINⅢ

キャビン
工業㈱

024D
（光源部
周辺）

白石綿 1972 1974 製造 10,420 1972 1974 10,420 10
○
(光源部
周辺)

○ 無 95% 無 無 無
一般産業廃棄物
のガラスくず・陶
磁器くずに該当

無
製造産業局
産業機械課

14 その他

単相２線
３０Ａアン
ペアブ
レーカー
用あて板
（１９８８
年以前製
造）

東京電力
（株）

無し 白石綿 不明 不明 製造 不明 －
1960
（設置）

1988
（設置）

約１８０万
台
（設置残
数）

劣化がな
いため設
定してい
ない

○ ○ 無 64 無 無 無 無
原子力安全・保安院
電安課

キャビン工業㈱　開発部　開発企画課
03-5653-5016

キャビン工業㈱　開発部　開発企画課
03-5653-5016

キャビン工業㈱　開発部　開発企画課
03-5653-5016

キャビン工業㈱　開発部　開発企画課
03-5653-5016

キャビン工業㈱　開発部　開発企画課
03-5653-5016

企業名：東京電力㈱
電話番号及び担当部署名：各支店の
カスタマーセンター
ＵＲＬ：

http://www.tepco.co.jp/info/custom/c
enter/tokyo-j.html

アンペアブレーカーに関する情報
ＵＲＬ：

http://www.tepco.co.jp/cc/pressroom
/05091201-j.html



製品分野
一般製品
名

企業名
該当製品
の型番

製造・輸入
開始年

製造・輸入
終了年

製造・輸入
の別

製造・輸
入　数量
（累計）

（輸入の
場合）
輸入相手
国

製造・輸入
事業者に
よる販売
開始年

製造・輸入
事業者に
よる販売
終了年

現在の販売状況
（8/31時点で販売
を終了していない
場合のみ）

販売台数
（累計）

通常の使
用状態に
おいて外
気に触れ
る部分

通常の使
用状態に
おいて外
気に触れ
ない部分

不明
他の素材
と混ぜて固
めた状態

他の素材
と混合した
だけの状
態

その他

「その他」
の場合具
体的な内
容

通常使用時
における環境
への放出の
可能性

「有」の場
合、詳細
内容

通常使用時
以外における
環境への放
出の可能性

「有」の場
合、詳細
内容

廃棄時におけ
る環境への放
出の可能性

「有」の場合、
詳細内容

当該含有石綿
に起因した人体
被害があったと
するクレームの
有無

「有」の場
合、詳細
内容

経済産業省
の
担当課

石綿含有
質量（％）

業界団体又は企業のお問い合わせ窓
口

石綿の使用形態

通し番号

製品・企業名
石綿
の
種類

製造・輸入 石綿の環境への放出可能性 クレーム お問い合せ先販売
当該家庭
用品の想
定使用年
数

当該製品
における
代替可能
性
（現在も製
造・輸入を
行っている
場合のみ）

石綿を含
有してい
る旨の表
示の有無

家庭用品中の使用箇所
（部位）

15 その他
写真用引
伸機

藤本写真
工業㈱

450MC
（光源部
周辺）

不明 1979 1998 製造 3347 1979 1998 3347 10
○
(光源部
周辺)

○

シート状
でケース
内部に密
閉

無 不明 無 無 有

廃棄後粉砕処理
した際に環境へ
放出される可能
性有り

無
製造産業局
産業機械課

16 その他
写真用引
伸機

藤本写真
工業㈱

QE45
（光源部
周辺）

不明 1998 2005 製造 70 1998 2005 9月1日代替 65 10
○
(光源部
周辺)

○

シート状
でケース
内部に密
閉

有 無 不明 無 無 有

廃棄後粉砕処理
した際に環境へ
放出される可能
性有り

無
製造産業局
産業機械課

17 その他
一般紙用
耐火金庫
の緩衝材

㈱サガワ

小型耐火
金庫
白石綿 1969 1982 製造 40,500台 1969 1983 40,500台 ２０年 ○ ○

石綿含有
帯状成型
品

無 70～80％ 無 無 無 無
製造産業局
日用品室

18 その他

ガラス製
まほうび
んの中び
ん（マッ
ト）

全国魔法
瓶工業組
合

携帯用・
卓上用・
ジャー用

白石綿 1961 1991 製造
約
560,000,0
00台

1961 1993

国内販売
約
372,000,0
00台

約5年 ○ ○ 無

（含有質
量判明せ
ず）最大１
台あたり
約0.4ｇ
（0.13×3
個）

無 不明 不明 無
製造産業局
日用品室

19 その他

小型金
庫・リリー
フセーフ
（ＲＳ２４
３、２４５）
の部分品
（扉裏の
シール
材）

㈱イトー
キ

リリーフ
セーフ（Ｒ
Ｓ２４３、２
４５）

白石綿 1977 1994 製造
１８，８００
台

1977 1994
１８，８００
台
２０年

○（金庫
扉裏周囲
の耐火
シール材
に「石綿
含有帯状
成形品」
を使用）

○
石綿含有
帯状成形
品

無
（石綿リボ
ン）８０％

無 無 無

非飛散性の石綿
防織品であるの
で「無」と判断しま
した。

無
製造産業局
日用品室

20 その他 浄化槽
㈱日立ハ
ウステッ
ク

日立単独
処理浄化
槽（組立
用接着
剤）

白石綿 1981 1988 製造 387,000 1981 1988 387,000 30年以上 ○ ○ 無 0.4 無 無 無 無
製造産業局
日用品室

21 その他 浄化槽
㈱日立ハ
ウステッ
ク

日立合併
処理浄化
槽（組立
用接着
剤）

白石綿 1973 1988 製造 4,000 1973 1988 4,000 30年以上 ○ ○ 無 0.3 無 無 無 無
製造産業局
日用品室

22 その他 耐火金庫

㈱熊平製
作所

ホームセ
イフ（ＨＯ
－１８Ｃ）

白石綿 1966 1981 製造
３９，５００
台

1966 1982 39500台 ２０年 ○ ○
リボン状
に編んだ
もの

無 80% 無

リボンの
著しい劣
化による
破断以外
は、環境
への放出
の可能性
は極めて
低い。

無

破壊によ
る飛散の
可能性は
ほとんど
ありませ
ん。

無
解体により飛散
の可能性はほと
んどありません。

無
製造産業局
日用品室

23 その他
引出式
金庫
セコム㈱

ピタゴラ
ス
ＣＡＢＩ
PT-
G0340
（引出裏
及び本体
引出枠の
ガスケッ
ト）

白石綿 2002 2005.6 製造 286  2002 2005.6 286 20年 ○ ○
石綿含有
帯状成形
品

無
(石綿ﾃｰ
ﾌﾟ)95%

無

←非飛散
性であり、
経年劣化
など著しく
摩耗/破
断した状
態以外、
環境への
放出は、
ほとんど
ありませ
ん。

無 無 無
製造産業局
日用品室

㈱日立ハウステック
結城工場　環境管理安全ｾﾝﾀｰ
０２９６－２０－２４０８

㈱クマヒラ　品質管理課
03-5624-0421

①㈱サガワ　セキュリティー事業部
①03-3253-4651

②㈱サガワ　東金工場　開発技術部
②0475-58-3133

藤本写真工業株式会社　製造部
0721-98-0354（直通）

藤本写真工業株式会社　製造部
0721-98-0354（直通）

全国魔法瓶工業組合事務局
０６－６３９０－５３３０

①㈱イトーキお客様相談センター
①フリーダイヤル　0120-164177
②㈱イトーキオフィス事業部・営業技術
部・金庫販売推進係
②03-3206-6417

㈱日立ハウステック
結城工場　環境管理安全ｾﾝﾀｰ
０２９６－２０－２４０８

お客様サービスセンター
0120-180-005



製品分野
一般製品
名

企業名
該当製品
の型番

製造・輸入
開始年

製造・輸入
終了年

製造・輸入
の別

製造・輸
入　数量
（累計）

（輸入の
場合）
輸入相手
国

製造・輸入
事業者に
よる販売
開始年

製造・輸入
事業者に
よる販売
終了年

現在の販売状況
（8/31時点で販売
を終了していない
場合のみ）

販売台数
（累計）

通常の使
用状態に
おいて外
気に触れ
る部分

通常の使
用状態に
おいて外
気に触れ
ない部分

不明
他の素材
と混ぜて固
めた状態

他の素材
と混合した
だけの状
態

その他

「その他」
の場合具
体的な内
容

通常使用時
における環境
への放出の
可能性

「有」の場
合、詳細
内容

通常使用時
以外における
環境への放
出の可能性

「有」の場
合、詳細
内容

廃棄時におけ
る環境への放
出の可能性

「有」の場合、
詳細内容

当該含有石綿
に起因した人体
被害があったと
するクレームの
有無

「有」の場
合、詳細
内容

経済産業省
の
担当課

石綿含有
質量（％）

業界団体又は企業のお問い合わせ窓
口

石綿の使用形態

通し番号

製品・企業名
石綿
の
種類

製造・輸入 石綿の環境への放出可能性 クレーム お問い合せ先販売
当該家庭
用品の想
定使用年
数

当該製品
における
代替可能
性
（現在も製
造・輸入を
行っている
場合のみ）

石綿を含
有してい
る旨の表
示の有無

家庭用品中の使用箇所
（部位）

24 その他
引出式
金庫
セコム㈱

ピタゴラ
ス
ＣＡＢＩ
PT-
G6340
（引出裏
及び本体
引出枠の
ガスケッ
ト）

白石綿 2003 2005.6 製造 16  2003 2005.6 16 20年 ○ ○
石綿含有
帯状成形
品

無
(石綿ﾃｰ
ﾌﾟ)95%

無

←非飛散
性であり、
経年劣化
など著しく
摩耗/破
断した状
態以外、
環境への
放出は、
ほとんど
ありませ
ん。

無 無 無
製造産業局
日用品室

25 その他
釣り用
リール
ダイワ精
工（株）

スピニン
グリール
等
（内蔵部
品：ワッ
シャー）

白石綿 1975 1988 製造
90
万台

1975 1988
90
万台

5 ○ ○ 無 10-50％ 無 無 無 無
製造産業局
日用品室

26 その他
釣り用
リール
(株）シマ
ノ

スピニン
グリール
等
（内蔵部
品：ワッ
シャー）

白石綿 1977 1991 製造
172.1
万台

1977 1991
172.1
万台

○ ○ 無 70.6% 無 無 無 無
製造産業局
日用品室

ダイワ精工（株）
お客様センター
0120-506-204

(株）シマノ
釣具事業部

コンシューマーリレーション課
0120-86-1130

お客様サービスセンター
0120-180-005


